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　「
今
日
生
き
て
今
日
の
若
さ
は
戻
ら
な
い
」
と
い
う
川

柳
が
あ
り
ま
す
。
今
日
が
一
番
若
い
、
今
日
で
き
た
こ
と

が
明
日
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
な
ら
ば
、
毎
日
や
っ
て

く
る
「
今
日
」
を
精
一
杯
生
き
て
み
よ
う
、
と
い
う
前
向

き
な
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。
作
者
は
群
馬
県
在
住
の

九
十
八
歳
の
男
性
で
す
。

　
二
年
前
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
、
明
徳
コ
ミ
セ
ン
の
「
ふ
れ
あ
い
元
気
教
室
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
五
月
の
定
例
会
は
、
岩
見
川
上
流
に
あ
る

伏
伸
の
滝
や
、
辺
岨
公
園
な
ど
を
巡
り
、
昼
食
会
場
の
ユ

フ
�
ー
レ
ま
で
の
ミ
ニ
バ
ス
ツ
ア
ー
で
し
た
。

　
そ
こ
で
俳
句
二
句
を
作
る
よ
う
用
紙
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
初
め
て
つ
く
っ
た
の
が
縁
で
、
明
徳
俳
句
会
に

入
会
さ
せ
て
も
ら
い
、
一
年
半
に
な
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
月
一
回
の
定
例
会
で
す
が
、
毎
回
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
現
在
、
自
宅
を
事
務
所
に
し
て
行
政
書
士
の
看
板
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
相
続
や
遺
言
、
後
見
制
度
が
専
門
で
す
。

東
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
い
ー
ぱ
る
）
の
シ
ル
バ
ー

カ
レ
ッ
ジ
や
、
明
徳
コ
ミ
セ
ン
で
「
身
近
な
法
律
の
お
話
」

と
し
て
相
続
の
基
本
と
遺
言
書
、
相
続
に
係
る
最
近
の
話

題
、
お
墓
の
問
題
、
特
殊
詐
欺
、
尊
厳
死
宣
言
書
な
ど
に

つ
い
て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
相
続
は
百
人
い
れ
ば
百
通
り
の
事
情
が
あ
り
ま
す
。
今

で
き
る
こ
と
は
何
か
、
今
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
は
何
か
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
た
い
、
と
の
思
い
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　「
人
生
で
一
番
若
い
今
日
」
を
心
豊
か
に
、
丁
寧
に
過
ご

し
た
い
も
の
で
す

　
西
部
地
域
に
複
合
施
設
と
し
て
西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
愛
称
ウ
�
ス
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
運
営
を
開
始

し
て
か
ら
十
一
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
今
ま
で
、
お

よ
そ
八
十
万
人
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

未
体
験
の
方
は
お
買
い
物
や
ウ
�
ー
キ
ン
グ
の
つ
い
で
に

で
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
利
便
性
が
と
て
も
高
く
、

充
実
し
て
い
ま
す
よ
。

　
準
備
段
階
の
途
中
か
ら
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
運
営
に

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
住
民
窓

口
や
子
育
て
支
援
、
地
域
活
動
支
援
等
の
機
能
を
も
つ
複

合
施
設
と
し
て
は
、
秋
田
市
で
も
全
国
的
に
も
初
め
て
の

施
設
で
、
県
外
か
ら
の
視
察
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
貸
館

業
務
と
し
て
真
っ
白
な
状
態
で
、
市
役
所
や
自
治
協
議
会

と
の
打
合
せ
を
重
ね
、
少
々
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
開

館
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

か
ら
は
怒
濤
の
日
々
が
続
き
、「
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
の

に
何
も
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
お
叱
り
を
受
け

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、「
今
日
は
一
日
楽
し
か
っ
た
よ
、
あ
り
が
と

う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
励
ま
さ
れ
た
り
⋮
。

　
協
議
会
の
理
事
・
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
事
務
員
い
ろ
ん

な
人
と
の
出
会
い
は
、
私
に
と
っ
て
本
当
に
勉
強
に
な
り
、

教
訓
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
経
験
を
活
か
し
て
い
け
る
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題

で
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
「
自
分
が
楽
し
い
か
」
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
日
一
日
を
大
切
に
、
出
会
い
に
感
謝

し
な
が
ら
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

☆
☆
西
部
地
区
☆
☆

☆
☆
東
部
地
区
☆
☆

心
豊
か
に
、
丁
寧
に

鈴
　
木
　
哲
　
郎

ウ
ェ
ス
タ
ー
と
共
に

　
　
　
西
部
地
域
住
民
自
治
協
議
会

�

事
務
員
　
齊
　
藤
　
裕
美
子

西部ＳＣは平成21年5月7日開設

シルバーカレッジでの相続セミナー
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大
住
児
童
館
運
営
委
員
会
で
は
、「
夏
の
ソ
ー
メ
ン
流
し
」

「
年
末
の
餅
つ
き
大
会
」「
早
春
の
お
茶
会
」
の
三
大
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
運
営
委
員
会
と
育
成
ク
ラ
ブ
が
連
携
し
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
、
食
の
安
全
へ
の
意
識
を
育
み
、
友
を
思
い

や
る
心
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
地
域
の
風
習

や
伝
統
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
児
童
の
健
全
育
成
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
ソ
ー
メ
ン
流
し
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
行
事
は
、
平
成
九
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
最
近

で
は
、
約
二
百
四
十
名
前
後
の
参
加
申
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。初
め
の
頃
は
、三
百
名
余
り
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
開
催
当
日
、
朝
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の
女
性
は
ソ
ー
メ
ン
を

茹
で
、
男
性
は
「
流
し
台
」
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
汗
だ
く
、

お
昼
は
全
員
で
試
食
を
兼
ね
て
試
運
転
。
流
し
台
の
角
度

調
整
等
を
行
い
、
全
て
の
準
備
完
了
。
後
は
、
お
客
さ
ん

を
待
つ
ば
か
り
。

　
い
よ
い
よ
、
可
愛
い
お
客
さ
ん
が
殺
到
し
、
待
機
場
所

の
割
当
て
、
一
回
に
四
十
名
毎
の
手
洗
い
消
毒
、
次
に
箸
・

め
ん
汁
の
配
布
、流
し
台
に
誘
導
、全
員
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、

ソ
ー
メ
ン
流
し
ス
タ
ー
ト
。

　
児
童
は
め
ん
汁
の
入
っ
た
紙
コ
ッ
プ
片
手
に
、
流
れ
て

来
る
ソ
ー
メ
ン
を
割
り
箸
で
す
く
い
上
げ
、
美
味
し
そ
う

に
食
べ
て
い
き
ま
す
。
上
手
に
取
れ
な
い
子
ど
も
に
、
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
が
取
り
方
を
隣
で
教
え
て
い
る
姿
は
、

☆
☆
南
部
地
区
☆
☆

他
人
を
思
う
心
の
表
れ
で
す
。
な
ん
と
も
可
愛
い
行
動
に
、

準
備
に
汗
を
流
し
た
大
人
達
は
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　
事
業
実
施
の
上
で
重
要
な
点
は
、
食
中
毒
に
対
す
る
配

慮
で
す
。
安
全
衛
生
管
理
意
識
に
関
す
る
重
要
性
を
共
有

す
る
た
め
に
、
関
係
者
全
員
で
の
事
前
ミ
ー
テ
ン
グ
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
も
食
べ
て
い
る
ソ
ー
メ
ン
で
す
が
、
大
勢
の
友
達

と
食
べ
る
時
の
美
味
し
さ
は
格
別
の
よ
う
で
す
。

食の安全など、ソーメンから学ぶことは多い。

　
私
は
、
現
役
時
代
勤
務
し
て
い
た
会
社
の
退
職
者
の
会

に
入
会
し
て
い
ま
す
。

　
何
か
お
役
に
立
て
れ
ば
と
、
情
報
連
絡
員
の
役
割
を
頂

き
ま
し
た
。

　
年
に
数
回
①
情
報
誌
の
配
布
②
会
員
相
互
の
安
否
確
認

③
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
下
新
城
・
飯
島
・
金
足
地
区
の
九
名
に
、
情
報
誌
を
配

布
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
一

人
ひ
と
り
と
対
面
し
な
が
ら
、
手
渡
し
す
る
こ
と
で
す
。

　「
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
」、「
こ
ん
に
ち
は
」
と
声
か
け
し

ま
す
が
、
物
売
り
と
警
戒
し
て
い
る
の
か
反
応
は
い
ま
ひ

と
つ
。
す
か
さ
ず
「
○
○
○
退
職
者
の
会
」
で
す
、
と
声

か
け
す
る
と
、「
は
い
ご
苦
労
様
で
す
！
」
と
、
明
る
く
元

気
な
返
事
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
、
安
堵
の
気
持
ち
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
連

絡
員
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
で
す
。

　
連
絡
員
を
務
め
て
か
ら
八
年
間
、
残
念
な
が
ら
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
、
病

気
療
養
中
の
方
等
様
々
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
高
齢
者
が
多
い
会
の
現
実
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
自
身
も
そ
う
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
も
「
健
康
寿
命
」

を
保
ち
、
生
き
が
い
の
あ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
け
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
事
務
局
の
方
と
連
携
し
な
が
ら
、
連
絡
員
と

し
て
一
年
で
も
長
く
、
会
員
の
皆
様
と
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

☆
☆
北
部
地
区
☆
☆

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
助
け
合
い

安
　
藤
　
正
　
之

食
を
通
し
て
友
達
へ
の
思
い
や
り

　
　
　
　
大
住
児
童
館
運
営
委
員
会

�

委
員
長
　
髙
　
𣘺
　
重
　
道
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６個のボールを目標へ向かって投げる。

　
こ
の
よ
う
に
、
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
最
近
で

は
、
秋
田
県
で
も
、
障
が
い
者
の
生
涯
学
習
の
一
環
と
し

て
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
相
ま
っ
て
、ボ
ッ
チ
ャ
へ
の
機
運
も
盛
り
上
が
っ

て
い
き
そ
う
で
す
。

　
本
市
で
も
、
昨
年
、
南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
別

館
に
お
い
て
、
生
涯
学
習
奨
励
員
の
自
主
企
画
事
業
と
し

て
体
験
教
室
を
開
催
し
、
秋
田
県
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
会
員
の

協
力
の
も
と
、
地
域
の
住
民
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
日
本
代
表
の
愛
称
で
あ
る
「
火
ノ
玉
ジ
ャ
パ

ン
」
に
は
、
激
し
く
闘
志
を
燃
や
し
一
丸
と
な
っ
て
戦
う

と
い
う
意
味
の
ほ
か
、「
火
ノ
玉
宇
宙
（
ビ
ッ
グ
バ
ン
）」

に
な
っ
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
全
体
を
知
っ
て
ほ
し

い
と
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
未
体
験
の
皆
さ
ん
、
ボ
ッ
チ
ャ
が
身
近
に
な
っ
た
こ
の

機
会
に
、
是
非
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
（
Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
は
、
今
年
の
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
で
あ
り
、
重
度
脳
性
マ
ヒ
な

ど
で
手
足
に
障
が
い
が
あ
る
人
向
け
に
考
案
さ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。近
年
で
は
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

老
若
男
女
誰
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
と
も
な
る
と
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
一
線
を
画
す
る
競
技
力
で
、
観
る

者
を
魅
了
し
ま
す
。

　
昨
年
九
月
に
は
、
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝
で
世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位
の
タ
イ
代
表
が
、
本
県
大
館
市
に

事
前
合
宿
に
訪
れ
、
日
本
代
表
と
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
白
い

ボ
ー
ル
に
、
赤
・
青
の
そ
れ
ぞ
れ
六
球
ず
つ
の
ボ
ー
ル

を
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
、
そ
の
ル
ー

ル
が
氷
上
で
行
わ
れ
る
カ
ー
リ
ン
グ
と
似
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
「
地
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　
様
々
な
戦
術
を
駆
使
し
て
戦
う
頭
脳
戦
で
あ
り
、
例

え
ば
、
最
初
に
投
げ
る
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
の
位
置
を
ど

こ
に
す
る
か
で
、
長
距
離
で
の
勝
負
か
、
近
距
離
で
の

勝
負
か
な
ど
、
戦
い
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
残
り
の

球
数
が
少
な
く
な
る
ほ
ど
、
仕
掛
け
ら
れ
る
戦
術
の
幅

が
狭
く
な
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
相
手
に
ボ
ー
ル

を
消
費
さ
せ
て
、
残
り
の
球
数
を
少
な
く
さ
せ
る
こ
と

が
、
勝
利
の
た
め
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

☆
☆
《
ボ
ッ
チ
ャ
の
魅
力
》
☆
☆

【得点例】

ジャックボールに近いチームのボール(例えば赤)を判
定し、もう一方のチームのボール(青)のうち、ジャッ
クボールに近いボール(青)とジャックボールを結ぶ円
内にあるボール(赤)の数が1ゲームの得点になりま
す。左図の場合、赤3点、青0点
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︻
お
問
い
合
わ
せ
︼

　
①
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
学
習
事
業
班
）

　
　
〇
一
八

－

八
六
五

－

一
一
七
一

　
②
秋
田
県
ボ
ッ
チ
ャ
協
会

　
　
事
務
局
長
　
鈴
木
　
郁
美

　
　
〇
八
〇

－

一
六
五
五

－

三
三
九
三

　
③
秋
田
ボ
ッ
チ
ャ
ク
ラ
ブ

（
f
i
r
e
t
h
r
o
w
）

　
　
代
表
　
鈴
木
　
郁
美 

　
　
〇
八
〇

－

一
六
五
五

－

三
三
九
三

◎
参
考
文
献

　
公
益
財
団
法
人
　
日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
か
ん
た
ん
ボ
ッ
チ
ャ
ガ
イ
ド

　
第
七
十
回
秋
田
県
公
民
館
大
会
の
お
知
ら
せ

　
令
和
二
年
十
月
二
十
九
日
（
木
）、
三
十
日
（
金
）
秋
田

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
秋
田
県
公
民
館
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
主
題
は
「
新
た
な
時
代
　
今
、
求
め
ら
れ
る
社
会
教
育

の
力
�
生
涯
学
習
五
十
年
を
む
か
え
る
秋
田
か
ら
の
発
信

�
」
で
す
。

　
ま
た
、
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
氏
に
よ

る
記
念
講
演
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
全
国
集
会
・
東
北
大
会
も
兼
ね
て
お
り
ま
す
の

で
、
本
市
社
会
教
育
関
係
者
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　︻
参
加
対
象
︼

　
全
国
及
び
東
北
各
県
の
社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
関
係

者
、
社
会
教
育
関
係
職
員

　
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
・
学
校
教
育
関
係
者

　
社
会
教
育
に
関
心
の
あ
る
方

　︻
参
加
費
︼
三
千
円

　︻
日
　
程
︼
別
表
１
の
と
お
り

　︻
分
科
会
︼
別
表
２
の
と
お
り

公民館大会日程

第
１
日

受
　
　
　付

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

開
会
行
事
・
表
彰

記 

念 

講 

演

次
期
開
催
県
挨
拶

東
北
六
県
会
議

情
報
交
換
会10/29

（木）

12:00

日程
12:00 13:30 14:30 16:00 16:00 17:00 18:00

（別表１）

第
２
日

受
　
　
　付

分
　科
　会

閉 

会 

行 

事10/30
（金）

9:00 9:30 12:0011:45

ボッチャ協会、ボッチャクラブは
メールでも受付しています。
piyo2_buu@yahoo.co.jp
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昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
で
は
、

国
籍
や
経
験
、
背
景
が
異
な
る
選
手
で
構
成
さ
れ
た
多

様
性
豊
か
な
日
本
代
表
が
、「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
で

日
の
丸
を
背
負
っ
て
戦
う
姿
に
、
多
く
の
人
が
感
動
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
控
え

て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
大
会
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
多
様
性

と
調
和
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
分
野
で
も
、
今
年
は
「
多
様
性
」
が
存

在
感
を
示
す
一
年
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。　（
石
塚
）

『
あ
し
た
の
風
』
第
九
十
号

発
行
年
月
日

　
　
令
和
二
年
二
月
一
日

編
集
発
行

　
　
秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

　
　
秋
田
市
山
王
一
丁
目
一
番
一
号

電
話  

〇
一
八
│
八
八
八
│
五
八
一
〇

編 

集 

委 

員
（
秋
田
市
生
涯
学
習
奨
励
員
）

　
佐
々
木
　
　
　
孝
（
中
央
）　
佐
　
藤
　
美
枝
子
（
土
崎
）

　
伊
　
藤
　
キ
　
ヨ
（
西
部
）　
鈴
　
木
　
啓
　
子
（
東
部
）

　
藤
　
原
　
博
　
子
（
南
部
）　
中
　
泉
　
雪
　
子
（
北
部
）

　
石
　
塚
　
小
枝
子
（
河
辺
）　
竹
　
下
　
潮
　
子
（
雄
和
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
広
報
誌
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
部
数
　
一
、一
〇
〇
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
布
方
法
　
無
料
配
布

編

集

後

記

に

か

え

て

第１
文科会

第２
文科会

第３
文科会

第４
文科会

第５
文科会

地域課題の解決によるまちづくり
～地域とともに歩む社会教育の在り方～　　　　　【社会教育委員の役割】

つながる　ひろがる　みんなの学び
～一人一人に寄り添う支援の在り方～　　　　　　　　【共生社会の実現】

学校を拠点とした地域の学び場
～学校と地域の未来づくり～　　　　　【学校・家庭・地域の連携・協働】

どうあるべきか　新時代の公民館
～探ろう　公民館の未来像～　　　　　　　　　　　　【公民館の在り方】

つながりが創る豊かな家庭教育
～自らの手で未来を切り拓く子どもの育成～　　　　　　【家庭教育支援】

分科会
（予定）

（別表２）

　
令
和
元
年
十
一
月
十
四
日
、
由
利
本
荘
市
で
開
催
さ
れ

た
第
六
十
九
回
秋
田
県
公
民
館
大
会
に
お
い
て
、
左
記
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
尾
　
形
　
悦
　
子
　
奨
励
員
（
河
辺
地
区
）

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
度

秋
田
県
公
民
館
連
合
会
表
彰
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